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☆⻄宮今津⾼校での取り組み☆

【初期】①甲⼦園浜での⽣物観察
講師：三宅隆三⽒(⻄宮⾃然保護協会)

川井浩史⽒、平井研⽒など
内容：甲殻類、⾙類の⽣息調査

②「環境教育公開講座」
2004 〜 2013

そもそものお話



そもそもの話とは・・・

やどかりを分類した3年⽣⼥⼦⽣徒のレポート

「ザリガニが、たくさん⾙殻の中に⼊って
いた・・・」



「環境」教育の問い直し
「環境」という語を封印し、「⾃然」そのものに慣れ親しませるこ
とを出発点とする。

⾃然の⾝体化

⾝体化された⾃然を科学する実習科⽬の⽴ち上げ

「フィールド科学実習」

⾃然を⽣活の中に取り込んだ⼈
は、その⾃然を語りだすと⽌まら

ない。

《総合学科改編2年⽬(2008)より》



「フィールド科学実習」の概要

１．⽬ 的
⼤学および専⾨の研究者などの指導により、沿岸底⽣動物の採集・同定、

⽔質・底質調査とそのデータ解析、森林および河川の⽣態系の観察実習を⾏
う。これにより、海洋科学・森林科学研究の最前線に臨みながら、フィール
ド科学の研究⼿法を修得する。また、あわせて⼈と⾃然の関わりについても
考察する。
２．実施⽇
毎年7⽉第4週辺り ３泊４⽇

３．場 所
京都府⽴丹後海と星の⾒える公園（NPO法⼈「地球デザインスクール」）
京都⼤学舞鶴実験所（→京都府⽴海洋⾼等学校）ほか

⻄宮市内の理系特⾊学科・
コースの対抗軸に･･･

















⾷べておいしい⿂類学⼊⾨



マダイの⽿⽯



京都府⽴海洋⾼校実習船「みずなぎ」

⻄宮今津⾼校⇔海洋⾼校















海の環境教育の広がり（第2段階）
☆⻄宮港湾域の⽔質調査（2010 〜；年2 〜 4回）

講師：⼊江政安⽒（→ ＋吉村直孝⽒）
◎⽣徒・教員が学んだこと

⾃分でデータを取ることの⼤切さ
☆そして・・・
平成24年度第4回「⿂庭の海賞」受賞
◎学んだこと：調査研究活動を継続すること









F科学実習

1年次 2年次 3年次

化学基礎
⽣物基礎
物理基礎

⽣物
物理

化学
地学基礎

課題研究（⽔質調査）

⻄宮今津⾼校(総合学科)での学びのしくみ



まとめ
１．実習やフィールド調査で、⾃然の⾝体化を経験
させることができた。
２．班別で活動することで、「知」の共有化を図る
ことができた。
３．⾃然の⾝体化は、⾼校⽣の「知」のスイッチを
ONにすることができる。
４．⼤学進学の道筋を⾒つける⽣徒が⽣まれた。



私たちが伝えていくべきこと

１．「おもろい！」⼈とのつながりを求めていく。
２．活動は継続して⾏なう。（後継者の育成）
３．地域の⾃然を⽣活の中に取り込む⼯夫をする。

（⾃然の⾝体化）
４．学校との交流・連携・⽀援を強める。

（ノウハウの伝承）



ご清聴ありがとうございました。


